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ところざわ市議会だより 第２15号第２15号

新 正副議長・委員会構成を紹介します
令和７年第２回臨時会議（５月１５日）に正副議長選挙を行い、正副議長が決定しました。

第
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③
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来
）

　このたび、第７２代所沢市議会議長に就任いたしました。
　私は議員になり、ちょうど１０年が過ぎましたが、議員になるときから一貫して「行政経験をふるさと所沢のた
めに」をスローガンとしてやってきました。
　その原点は、市の職員時代、この所沢市の将来を考えるに①緑と調和した人口の規模とは？②人口に見合った依
存財源に頼らない適正な予算規模とは？③安全なライフラインをいかに持続していくか？を、その都度現場に足を
運び勉強させていただきました。この所沢市への想いは、議員になってからも今も変わっていません。私が議長に
志願したのも、３４万都市であるこの所沢市議会をより良くしていきたいと願ったからであります。議長の立場か
ら、この所沢市をさらに良くし、市民のために何ができるかを考えながら、一層努力していきます。
　長年苦労した通年会期制が今年の５月からスタートしました。ペーパーレス会議もスタートしました。また、早稲
田大学デモクラシー創造研究所が実施した「地域経営のための議会改革度調査２０２４」においても、全国１，５５４
自治体で第３位になるなど、その努力によって築いてこられた先輩議員あるいは現議員に敬意を表するとともに、こ
の所沢市議会をさらに発展していかなければならないと思っています。
　そして議会として二元代表制の機能をしっかりと果たしていかなければいけません。気を付けることは、議会改
革は手段であって、その目的は市民のため、所沢市のためでなければなりません。そのためにも、研修等を通して
議会の質の向上を図っていく必要もあります。「物をつくる前に人をつくる」松下幸之助氏の言葉です。これらの
ことにひとつひとつ真摯に向き合い取り組んでいきます。全議員と協力し、公平公正なより良い市議会の運営に一
生懸命努めてまいります。

所沢市議会議長　粕谷　不二夫

議長就任のあいさつ

議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に関
する条例等、議長の諮問に関する事項を調査します。

予算に関することを審査します。

 委員長 　大舘舘 隆行　 副委員長 　大久保 竜一

末吉 美帆子　神戸 鉄郎　小林 澄子　花岡 健太

長谷川 礼奈　植竹 成年　大石 健一　中　 毅志

青木 利幸　　入沢　 豊

 委員長 　中　毅志　 副委員長 　斎藤 由紀

赤川 洋二　神戸 鉄郎　小林 澄子　花岡 健太

島田 一隆　植竹 成年　川辺 浩直　前田 浩昭

青木 利幸　秋田　 孝

議会運営委員会 予算常任委員会
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令和７年（２０２5 年） ８月１５日 ところざわ市議会だより

※議長は常任委員会には所属しません。

※丸の中の数字は当選回数です。四 常 任 委 会員
健康福祉常任委員会 総務経済常任委員会

市民文教常任委員会建設環境常任委員会

国民健康保険、福祉、保健、医療等に関することを審査
します。

道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、
環境対策、ごみ対策等に関することを審査します。

市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、商業、
農業、観光等に関することを審査します。

文化芸術、地域づくり、小中学校の教育、社会教育、図
書館等に関することを審査します。

大久保 竜一①
[公明党]

山口 浩美①
[公明党]

植竹 成年④
[公明党]

矢作 いづみ⑥
[日本共産党
所沢市議団]

斎藤 由紀①
[至誠自民クラブ]

秋田　孝⑦
[至誠自民クラブ]

石原　昂③
[自由民主党・維新・
参政・無所属の会]

福原 浩昭⑤
[公明党]

荻野 泰男⑤
[さきがけ]

前田 浩昭①
[自由民主党・維新・
参政・無所属の会]

中井 めぐみ①
[日本共産党
所沢市議団]

赤川 洋二⑤
[立憲民主党・
れいわ新選組]

亀山 恭子④
[公明党]

大舘舘 隆行⑤
[至誠自民クラブ]

入沢　豊④
[自由民主党・維新・
参政・無所属の会]

佐野 允彦②
[自由民主党・維新・
参政・無所属の会]

長岡 恵子②
[立憲民主党・
れいわ新選組]

島田 一隆④
[さきがけ]

末吉 美帆子⑤
[立憲リベラルの会]

石本 亮三⑤
[立憲リベラルの会]

大庭 祥照①
[自由民主党・維新・
参政・無所属の会]

中　毅志⑥
[市民クラブ未来]

青木 利幸④
[市民クラブ未来]

松本 明信④
[市民クラブ未来]

小林　澄子⑥
[日本共産党
所沢市議団]

川辺 浩直②
[公明党 ]

大石　健一⑤
[至誠自民クラブ]

谷口 雅典④
[至誠自民クラブ]

斉藤 かおり①
[自由民主党・維新・
参政・無所属の会]

花岡 健太①
[日本共産党
所沢市議団]

長谷川 礼奈①
[さきがけ]

神戸 鉄郎①
[自由民主党・維新・
参政・無所属の会]

　自治体は住民福祉増進を図ることを基
本とします。当委員会は、保健・医療・
介護・保険・障害福祉・子ども福祉・生
活福祉・地域福祉を所管します。徴力な
がら市民の健康と福祉の増進のために頑
張る決意です。宜しくお願いします。

　所沢駅での大型プロジェクトが進みま
したが、新所沢や小手指等の他エリアに
影響し、まちづくりの転換点を迎えてい
る状況です。将来を見据えて、住んで良
かったと思えるように「まちづくり」に
取り組んでまいります。

　公共施設の老朽化の課題への取組は、
安全安心な市民生活を支える上で重要で
す。限られた予算、技術系の人材不足な
どの制約がある中、いかに適切に社会資
本を維持していくか？ 所沢の未来のた
め全力で取り組みます！

　多様な市民ニーズに応えられる地域づ
くりや、こども達にとってのより良い教
育環境が求められております。委員会で
は「学校教育」（例えば不登校対策・教
員の負担軽減）に力点をおいた取組を進
めていく予定です。

委
員
長

委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

委
員
長
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ところざわ市議会だより 第２15号第２15号

●新正副議長・委員会構成の紹介‥ ２～３ページ

●臨時会議審議結果一覧‥‥‥‥‥ ４ページ

●定例会議審議結果一覧‥‥‥ ５～８ページ

●一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥ ９～１３ページ

●ギカイレポート‥‥‥‥‥‥‥ １４ページ

●議会報告会のお知らせ‥‥‥‥ １５ページ

●所沢から輝け！！‥‥‥‥‥‥ １６ページ

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

今回の主な内容

人事関係

副市長の選任に同意

議案第５３号　副市長選任の同意を求めることについて

林
はやし

　誠
まこと

　氏

監査委員の選任に同意

議案第５５号　監査委員選任の同意を求めることについて

松
まつもと

本　明
あきのぶ

信　議員

所
沢
市
議
会
は

に
移
行
し
ま
し
た
！

通
年
会
期
制

　

所
沢
市
議
会
は
、
会
期
を
５
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
の

1
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

通
年
会
期
制
の
導
入
目
的
及
び
期
待
さ
れ
る
効
果
と

し
て
、
会
期
を
通
年
と
す
る
こ
と
で
、
閉
会
中
の
期
間
を

な
く
し
て
、
議
会
の
活
動
能
力
が
常
時
担
保
さ
れ
、
議
長

が
速
や
か
に
本
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

ま
た
、
災
害
時
の
突
発
的
な
事
件
や
事
故
、
緊
急
の
行
政

課
題
等
に
主
体
的
か
つ
機
動
的
な
対
応
を
可
能
と
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
十
分
な
審
議
時
間
が
確
保
さ
れ
、
議
会

審
議
の
充
実
と
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果
議案第５０号 専決処分の承認を求めることについて（所沢市税条例の一部を改正する条例） ― 承 認 す る
議案第５１号 専決処分の承認を求めることについて（所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ― 承 認 す る
議案第５２号 令和7年度所沢市下水道事業会計補正予算（第1号） ― 原 案 可 決
議案第５３号 副市長選任の同意を求めることについて ― 同 意 す る
議案第５４号 監査委員選任の同意を求めることについて ― ※議決に至らず
議案第５５号 監査委員選任の同意を求めることについて ― 同 意 す る

市長提出議案 (６件 ) ■賛否の分かれた議案等  については、議員別賛否一覧をご覧ください。

審議結果

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧

議案番号

自由民主党・ 
維新・参政・ 
無所属の会

公明党 至誠自民クラブ
日本共産党
所沢市議団

市民クラブ 
未来

さきがけ

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会

立
憲
民
主
党
・ 

れ
い
わ
新
選
組

斉
藤
か
お
り 

神
戸　

鉄
郎

佐
野　

允
彦

大
庭　

祥
照 

前
田　

浩
昭

入
沢　
　

豊

石
原　
　

昂

植
竹　

成
年

大
久
保
竜
一

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

山
口　

浩
美

福
原　

浩
昭

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

大
舘舘　

隆
行

秋
田　
　

孝

斎
藤　

由
紀

小
林　

澄
子

中
井
め
ぐ
み 

花
岡　

健
太

矢
作
い
づ
み

松
本　

明
信

粕
谷
不
二
夫

中　
　

毅
志

青
木　

利
幸

島
田　

一
隆

長
谷
川
礼
奈

荻
野　

泰
男

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

長
岡　

恵
子

赤
川　

洋
二

議案第５４号 無記名投票（賛成１５票、反対３票、白票１４票） 議
長

※議決に至らず…議決をするには、出席議員の過半数の票が必要だが、投票による採決の結果、賛成、反対ともに過半数に達さなかった

５
月
臨
時
会
議
で
の
審
議
結
果
（
５
月
15
日
）
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令和７年（２０２5 年） ８月１５日 ところざわ市議会だより

議 　  審 議案
６月定例会議での

【開催期間】　６月２日～６月２０日 (１９日間 )

【市長提出議案】	 補正予算	 ２件

	 条例関係	 ７件

	 契約変更	 ３件

	 市道認定・廃止	 ３件

	 人事関係	 ５件

【議員提出議案】		  １件

　６月定例会議では、令和７年度一般会計補正

予算や条例関係などの市長提出議案２０件を審

議しました。また、国への意見書として、議員

提出議案１件を可決しました。

６月定例会議のまとめ

（問合せ：商業観光課　２９９８－９１５５）

事業費：５万円

「（仮称）所沢航空発祥祭」開催準備事業

市長提出議案のおもな事業概要

開催日を令和８年４月５日と決定しているが、イベントを成功させるため、これから機運を高めていく上でも、

周知活動なども非常に重要になってくると思う。市内外、インバウンドに向けた周知活動をどう行うのか。
問

イベントの開催に当たり、まずは実行委員会を立ち上げたいと思っており、この実行委員会で周知活動を行う

が、市としても、ホームページや広報ところざわ、ＳＮＳ等を通じて周知していくことを想定している。
答

所沢航空発祥記念館の長期休館は関係があるのか。問

イベントの最大の目的は「航空発祥の地　所沢」をアピールすることである。航空発祥記念館は今年９月から令

和９年３月まで、長期のリニューアル工事に伴う休館が予定されており、「航空発祥の地　所沢」をＰＲする機

会が減ってしまうこともあり、令和８年４月に当イベントを開催したいという考えから事業を立ち上げた。
答

“日本の航空発祥の地 所沢”を盛り上げます
議案第５６号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第２号）原案

　可決

航空発祥の地 検索

　ライト兄弟が人類初の有人動力飛行に成功してから、わずか８年後の１９１１年、所沢に

日本初の飛行場ができました。１９１１年４月５日の初飛行では所沢の住民のほか、多くの

見学者が飛行を見守ったといわれています。

　日本で初めて飛行場からの飛行が成功した「日本の航空発祥の地　所沢」

のＰＲを目的に、飛行が成功した日とされる４月５日に市民を主導とした

イベントを開催するための準備を進めます。

▲初飛行に成功したアンリ・ファルマン機／１９１１年

　所沢航空記念公園では、毎年４月上旬に「市民文化フェア」というイベント

を１９８６年から２０２３年まで３８回にわたり開催していました。市民文化の
発信をテーマとした「市民文化フェア」に対し、「（仮称）所沢航空発祥祭」は

航空発祥の地・所沢のＰＲをテーマとしています。

市民文化フェアとの違いは
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ところざわ市議会だより 第２15号第２15号

　アーティストやアート関係者に三ケ島地区へ滞在する機会を提供し、アート作品の制作や発表、ワークショップ等

を行うことで、アーティストと地域住民、地域住民同士の交流の機会を創出し、地域住民の定住や、アーティストの

移住先となるよう地域の活性化を目指します。

　寿町に所在する国登録有形文化財「秋田家住宅」と敷地全体の整備と活用を図るも

のです。中心市街地に今も残る「秋田家住宅」を整備し、活用することで、「所沢のま

ちば」の歴史・文化を伝え、「ふるさと所沢」を愛する心を育てることにあわせ、日常

的に市民が交流する空間の創出や所沢駅周辺から西所沢エリアや航空公園エリアなど

への回遊拠点の1つとして地域の商業や観光の活性化にも貢献することを目指します。

三ケ島アーティスト・イン・レジデンス実施事業（問合せ：文化芸術振興課　２９９８－９２１１）

事業費：１９７万１千円

歴史的建造物整備活用事業（基本設計） （問合せ：文化財保護課　２９９１－０３０８）

事業費：４，４７９万２千円

地域の活性化を目指します
議案第５６号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第２号）原案

　可決

 国内外の芸術家等が一定期間滞在し、様々な交流を通じて

創作活動等に有益となるプログラムを提供する事業です。

アーティスト・イン・レジデンス（AIR)とは？

アーティストへ開催

地域に関連した作品

の制作を依頼します。

開催地域の施設を活用した

トークイベント等を行い、地

域との交流を促進します。

完成した作品は

市内に恒常的に

展示します。

Step1 Step2 Step3

宿泊施設への滞在費は市が負担します

三ケ島 アート 検索
 三ケ島地区では、アートによる愛着や誇りの醸成、地域活性化を図ることを目的として、

座れるアート作品「アートベンチ」を制作し、令和５年度より設置しています。

アーティストの滞在期間はどの程度を見込んでいるのか。また、アーティストとの交流は今回の事業のみの短期

間とするのか、それとも中長期的に所沢とのつながりを持つことも視野に入れているのか。
問

アーティストが作成する作品により左右されるが、滞在期間は２週間から最大でも１か月程度を想定している。

今回の取組をきっかけとし、アーティストの方々と新たなつながりが生まれることや、作品を常設することで新

たな人の流れが生まれることが期待できる。
答

三ケ島地区を選んだ理由は。問

三ケ島地区は豊かな緑や自然、歴史を有し、埼玉県立芸術総合高等学校や早稲田大学所沢キャンパスがあること

から、学生や若年層と接点を持ち、アートとの親和性や可能性が期待できる地域であることから選定した。
答

「日常的に市民が交流する空間の創出」とあるが、具体的にどのような機能を持たせることを考えているのか。問

地域の方に日常的に利用していただくことが必要であると考えており、例えば、観光案内の機能を持たせること

ができれば、所沢駅周辺のにぎわいを「秋田家住宅」を経由して所沢神明社や旧鎌倉街道方面へ、そこからまた

西所沢エリアへとつなげていくことなどでその役割を果たしていけるものと考えている。
答

実施スケジュール

令和7年度 令和8年度 令和9年度～12年度 令和13年度〜

基本設計 実施設計 整備工事 公開活用 ▲秋田家住宅店舗兼主屋の外観
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令和７年（２０２5 年） ８月１５日 ところざわ市議会だより

　地震や豪雨などの大規模な災害が発生すると、市街地をはじめインフラが壊滅的な被害を受け、被災市町村は復

興まちづくり事業に取り組むことになるが、市街地等の基盤整備は、産業や住宅、教育等の分野の基盤として、他

分野の復興まちづくり事業に先立って実施しなければならない。そのためにも、早期の復興まちづくり計画の策定、

事業着手、事業完了が求められる。

　被災後に迅速な復興まちづくりを行うには、平時から災害が発生した際のことを想定し、事前に体制と手順の検

討、建物や土地利用状況などの必要なデータの整理、復興まちづくりの目標の検討などを行う復興事前準備に取組

むことが重要である。よって、政府に対して「事前復興まちづくり計画」策定に対する防災・安全交付金による支

援や、「事前復興まちづくり計画」策定を検討・実施する自治体への技術的助言などの支援の強化を求め、地方自

治法第９９条の規定により意見書を提出するものである。

事前復興まちづくり計画の策定支援を求める意見書について
意見書全文はコチラ

人事関係

監査委員の選任に同意

議案第７１号　監査委員選任の同意を求めることについて

市
いち

川
かわ

　博
ひろ

章
あき

 氏

教育委員会委員の任命に同意

議案第 7２号・議案第７３号　教育委員会委員任命の同意を求めることについて

村
むら

山
やま

　こず恵
え

 氏 平
ひら　つか

塚　俊
とし

夫
お

 氏

人権擁護委員の推薦に同意

諮問第１号・諮問第２号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

川
かわ

﨑
さき

　幸
ゆき

美
み

 氏 北
きた

田
だ

　紀
き

久
く

雄
お

 氏

議員提出議案

【討論】議案第６０号・議案第６１号に反対

議員提出議案第９号

下水道受益者負担金及び分担金の１㎡当たりの金額を１,１３０円から１,３５０円に引き上げ

る主な４つの対象地域の一番高い負担金額は、三ケ島地区で約５１５万円、富岡地区で約３

７５万円、小手指地区で約５０５万円、柳瀬地区に至っては約９５２万円である。これらの引

上げ幅は１９.４％であるから、これだけの負担増をよいと思われる方はいないと信じる。私

たちの会派は、１円たりとも負担金と分担金を引き上げてはならないと言うつもりは全くない。

下水道整備に当たり、昨今の人件費や資材のコストの上昇から、多少の引上げはやむを得な

いものと思っているが、２０％近い引き上げの衝撃度と唐突度はどうしても理解できない。

下水道事業の分担金、負担金の値上げに際し、上昇しすぎないための努力は理解できるが、

下水道法第３条に、公共下水道の設置、改築、修繕、維持その他の管理は、市町村が行う

ものとあるように、住民の公衆衛生を維持するのは自治体の責務である。第１次市街化調整

区域下水道整備計画と第２次市街化調整区域下水道整備計画を比較した場合、単位負担金

額１.３倍の増額は、第２次市街化調整区域下水道整備計画の対象者への不公平の是正が必

要である。今回の負担金には物価高騰が反映されており、平均的に８５万円の負担を住民に

強いるものだ。よって、物価高騰の中、住民への負担軽減が必要であると判断し、反対する。

石本　亮三　議員
（立憲リベラルの会）

矢作いづみ　議員
（日本共産党所沢市議団）
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ところざわ市議会だより 第２15号第２15号

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

議案第５６号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第２号） 予　　算

原案可決

議案第５７号 所沢市税条例の一部を改正する条例制定について 総務経済

議案第５８号 所沢市立児童クラブ条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉

議案第５９号
所沢市布設工事監督者を配置する水道の布設工事並びに布設工事監督者及び水道技術管理者の資格に関
する条例の一部を改正する条例制定について

建設環境
議案第６０号 所沢都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第６１号 所沢市公共下水道事業分担金条例の一部を改正する条例制定について

議案第６２号 所沢市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について
総務経済

議案第６３号 所沢市庁舎基幹設備改修工事請負契約締結についての一部変更について

可　　決

議案第６４号 所沢市民文化センター改修事業契約締結についての一部変更について 市民文教

議案第６５号 北野下富線（４工区）道路築造工事（下部工その１）請負契約締結についての一部変更について

建設環境
議案第６６号

市道路線の認定について
議案第６７号

議案第６８号 市道路線の廃止について

議案第６９号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第３号）

＿

原案可決
議案第７０号 所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第７１号 監査委員選任の同意を求めることについて

同意する

議案第７２号
教育委員会委員任命の同意を求めることについて

議案第７３号

諮問第１号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮問第２号

令和７年６月定例会議　審議結果

市長提出議案（２０件） ■賛否の分かれた議案等  については、議員別賛否一覧をご覧ください。

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧 賛成：〇　反対：×

議案番号

自由民主党・ 
維新・参政・ 
無所属の会

公明党 至誠自民クラブ
日本共産党
所沢市議団

市民クラブ 
未来

さきがけ

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会

立
憲
民
主
党
・ 

れ
い
わ
新
選
組

斉
藤
か
お
り 
神
戸　

鉄
郎

佐
野　

允
彦

大
庭　

祥
照 

前
田　

浩
昭

入
沢　
　

豊

石
原　
　

昂

植
竹　

成
年

大
久
保
竜
一

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

山
口　

浩
美

福
原　

浩
昭

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

大
舘舘　

隆
行

秋
田　
　

孝

斎
藤　

由
紀

小
林　

澄
子

中
井
め
ぐ
み 

花
岡　

健
太

矢
作
い
づ
み

松
本　

明
信

粕
谷
不
二
夫

中　
　

毅
志

青
木　

利
幸

島
田　

一
隆

長
谷
川
礼
奈

荻
野　

泰
男

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

長
岡　

恵
子

赤
川　

洋
二

議案第５６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

議案第６１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

議員表彰

市議会議員として、永きにわたり地方自治の発展と振興

に尽力してきた功績により、全国市議会議長会、埼玉県

市議会議長会から表彰されました。

 在職１０年　　粕谷　不二夫　議長

 在職１０年　　石原　　　昂　議員（写真左）
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令和７年（２０２5 年） ８月１５日 ところざわ市議会だより

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市

に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。

※�

各
議
員
の
一
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

一　
 

質
問

般

６
月
定
例
会
議
で
の

⬆ 動画はコチラ

Ｑ
他
自
治
体
で
は
、
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
専
用
の
バ
リ
ケ
ー
ド
や

立
て
看
板
を
自
治
体
が
作
成
し
、

町
内
に
貸
し
出
す
制
度
を
導
入

し
て
い
る
例
が
あ
る
。
所
沢
市
に

お
い
て
も
通
行
抑
止
で
は
な
く

啓
発
目
的
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
バ

リ
ケ
ー
ド
を
市
が
作
成
、
保
有

し
、
必
要
な
地
域
に
貸
し
出
す
仕

組
み
を
検
討
で
き
な
い
か
。
さ
ら

に
、
こ
ど
も
た
ち
自
身
に
よ
る
標

語
入
り
の
看
板
や
の
ぼ
り
旗
を

制
作
し
て
通
学
路
に
掲
示
す
る

な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
、
市
の
支

援
や
推
進
の
余
地
は
あ
る
の
か
。

Ａ
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
設
置
す

る
バ
リ
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
日
々

の
設
置
や
撤
去
が
必
要
と
な
り
、

日
常
的
な
保
管
も
含
め
て
、
地
域

の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

貸
し
出
す
仕
組
み
に
つ
い
て
も
、

所
沢
警
察
署
の
見
解
を
確
認
し
つ

つ
、
他
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
調
べ

て
い
く
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々

が
参
加
で
き
る
形
で
交
通
安
全
の

啓
発
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
も
大

切
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
他
自

治
体
の
取
組
な
ど
、
効
果
的
な
進

め
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

さきがけ
長谷川礼奈

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
よ
り
安
全
に

Ｑ
と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力

は
幾
ら
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
で

き
る
と
い
っ
て
も
、
実
質
的
に

は
公
共
施
設
へ
の
電
力
供
給
で

事
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
顧
客
が
増
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
原
油
価
格
も
海
外

情
勢
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
リ

ス
ク
を
鑑
み
た
と
き
に
、
第
三

セ
ク
タ
ー
で
あ
る
未
来
電
力
を

運
営
し
な
い
で
、
純
粋
に
売
電

収
入
と
自
家
消
費
で
も
変
わ
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
副
市
長
と
し
て
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

Ａ
と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力

は
、
健
全
な
経
営
状
況
を
維
持

し
な
が
ら
、
地
域
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
調
達
し
、
市
場

価
格
よ
り
安
く
供
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
広
く
市
民
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
に
寄
与
す
る

大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
今
後
も
、
地
産
電
源
の

確
保
と
安
定
的
な
供
給
を
行
い

な
が
ら
、
様
々
な
事
業
環
境
の

変
化
を
見
据
え
し
っ
か
り
し
た

事
業
計
画
を
立
案
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

さきがけ
島田　一隆

現
実
の
視
点
に
立
っ
た

と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力
の

事
業
計
画
を

Ｑ
ト
コ
ろ
ん
健
幸
応
援
メ
ニ

ュ
ー
の
認
証
事
業
だ
が
、
管
理
栄

養
士
が
監
修
し
た
レ
シ
ピ
の
普

及
が
食
育
の
観
点
か
ら
も
重
要

で
あ
り
、
家
庭
向
け
に
簡
単
に

取
り
組
め
る
レ
シ
ピ
の
発
信
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例

え
ば
、
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録

者
向
け
に
月
ご
と
に
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
た
り
、
調
理
動
画
を
発

信
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

家
庭
で
の
調
理
を
通
じ
て
、
こ
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
市

民
の
健
康
意
識
が
高
ま
り
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
医
療
費
の

抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
各
家
庭
の
食
へ
の
意
識
を

高
め
、
家
庭
内
で
の
調
理
を
通

じ
て
健
康
に
配
慮
し
た
食
事
を

取
る
こ
と
は
、
健
康
増
進
に
資

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
の
管
理
栄
養
士
が
考
案

し
た
「
健
康
レ
シ
ピ
」
を
作
成
し

広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
な
ど
で
周
知

し
て
い
る
。
今
後
は
、
「
ト
コ
ト

コ
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
」
登
録
者
向

け
メ
ー
ル
や
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
さ
ら
な

る
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

公明党
福原　浩昭

健
康
レ
シ
ピ
で
健
幸
長
寿
の
ま
ち
へ

Ｑ
新
所
沢
パ
ル
コ
跡
地
の
ガ

レ
リ
ア
部
分
の
等
価
交
換
に
よ

り
市
に
割
り
当
て
ら
れ
る
敷
地

の
活
用
に
つ
い
て
、
子
育
て
支

援
施
設
が
念
頭
に
あ
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
ど
う
い
っ
た
背

景
を
根
拠
と
し
て
着
想
さ
れ
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
事
業
者
か

ら
新
た
な
情
報
が
出
た
場
合
の

情
報
発
信
の
姿
勢
も
示
し
て
ほ

し
い
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
土
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
子
育
て
環
境
の
充
実
に
活

用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

令
和
４
年
12
月
に
新
所
沢
地
区

町
会
連
合
会
か
ら
の
要
望
書
の
中

に
「
地
域
の
就
労
機
会
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
も
、
働
く
世
代
が

安
心
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
、
施

設
内
に
託
児
所
や
保
育
園
等
の

預
か
り
施
設
を
併
設
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
事
業
者
へ
要
請
い
た
だ

き
た
い
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
活
用
の
方
向
性
と
し

て
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

建
物
の
規
模
や
店
舗
の
内
容
な
ど

が
決
ま
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て

い
る
た
め
、
地
域
の
皆
様
へ
は
い

ち
早
く
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
、

事
業
者
に
伝
え
て
い
く
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
石原　　昂

新
所
沢
パ
ル
コ
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
は
速
や
か
な
情
報
発
信
を
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Ｑ
生
理
は
女
性
に
と
っ
て
生

理
現
象
で
あ
り
、
多
く
の
女
性

に
と
っ
て
逃
れ
ら
れ
な
い
現
象

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突

然
の
生
理
に
備
え
、
常
に
生
理

用
品
を
用
意
す
る
こ
と
が
当
然

だ
と
な
ぜ
言
わ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
か
。
生
理
用
品
は
自

分
で
用
意
す
る
も
の
、
自
分
が

持
っ
て
く
る
の
が
マ
ナ
ー
だ
と

い
う
考
え
方
を
教
育
現
場
か
ら

変
え
る
と
き
だ
と
考
え
る
が
、

教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
生
理
用
品
は
、
小
・
中

学
校
の
保
健
の
授
業
で
も
学
習

す
る
が
、
生
理
用
品
を
自
分
で

意
識
し
て
用
意
す
る
こ
と
は
、

児
童
生
徒
が
自
分
で
自
分
の

体
の
状
態
を
把
握
し
よ
う
と
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
学
校
に
は
、
ト
イ
レ

の
個
室
も
含
め
て
、
生
理
用
品

の
設
置
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る

の
で
、
引
き
続
き
、
生
理
用
品

を
必
要
と
し
て
い
る
児
童
生
徒

に
行
き
渡
る
こ
と
と
と
も
に
、

生
理
の
こ
と
で
困
ら
な
い
よ
う

に
、
学
校
の
体
制
や
環
境
の
整

備
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党
所沢市議団
中井めぐみ

女
性
の
権
利
、
尊
厳
を
守
る
た
め
に

生
理
用
品
の
設
置
を

Ｑ
「
手
話
に
関
す
る
施
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
第
一

条
に
お
い
て
、
手
話
が
日
常
生

活
お
よ
び
社
会
生
活
上
で
言
語

そ
の
他
の
重
要
な
意
思
疎
通
の

た
め
の
手
段
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
６
月
13
日
に
参
議
院
に
お

い
て
全
会
一
致
で
採
決
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
、
国
と
地
方
公
共

団
体
の
責
務
も
規
定
さ
れ
た
。

過
去
に
は
「
手
話
言
語
法
」
制

定
を
求
め
る
意
見
書
を
所
沢

市
議
会
か
ら
も
提
出
し
て
い
る

が
、
手
話
は
言
語
で
あ
る
と
い

う
考
え
を
示
し
、
施
策
を
進
め

る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

Ａ
本
市
に
お
い
て
は
「
所

沢
市
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
条

例
」
の
趣
旨
に
則
り
、
市
の
責

務
な
ど
も
掲
げ
て
様
々
な
施
策

を
進
め
て
い
る
。
国
に
お
い
て

「
手
話
に
関
す
る
施
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ

た
場
合
に
つ
い
て
も
、
法
の
趣

旨
や
内
容
を
踏
ま
え
て
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

立憲リベラルの会
末吉美帆子

手
話
を
言
語
と
し
た
施
策
の
推
進
を

?
■�新２号認定 :幼児教育・保育無償化に必要な認定区分のことで、新２号認定は、３歳児以上のお子さんが対象で、保育を必要とす
る事由があり、幼稚園や認定こども園（教育部分）の預かり保育を利用する際に該当する
■ファミリー・サポート・センター：育児の支援を受けたい方（利用会員）に、育児支援をしたい方（援助会員）を紹介するところ

Ｑ
所
沢
市
は
ま
ち
づ
く
り

の
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
第
３
期
所
沢
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
計
画
次
第
で
は
、
所
沢

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
創

生
推
進
交
付
金
の
国
の
予
算
が

１
．
５
倍
に
な
っ
た
の
で
も
っ

と
交
付
金
を
活
用
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

交
付
金
は
使
い
に
く
い
と
い
う

評
価
も
あ
っ
た
の
で
、
活
用
で

き
る
よ
う
に
徹
底
的
に
研
究
し

て
、
第
３
期
総
合
戦
略
は
交
付

金
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
て
策

定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
交
付
金
の
活
用
は
財
源

確
保
の
観
点
か
ら
非
常
に
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
現
在

は
、
地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
使
途
の
自
由
度

を
高
め
た
交
付
金
も
創
設
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
第
３
期

総
合
戦
略
で
は
、
各
種
事
業
へ

の
交
付
金
の
積
極
的
な
活
用
の

視
点
も
踏
ま
え
進
め
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

大石　健一

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た

第
３
期
総
合
戦
略
の
策
定
を

Ｑ
新
２
号
認
定
?
で
預
け
て

い
る
方
で
、
こ
ど
も
２
人
、
土

曜
保
育
を
本
来
使
い
た
い
が
使

用
で
き
ず
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
?
に
お
願

い
す
る
と
、
一
月
あ
た
り
約
４

万
円
も
の
負
担
が
強
い
ら
れ
、

多
子
世
帯
で
は
相
当
な
費
用

が
か
か
る
。
こ
ど
も
の
一
時
預

か
り
を
可
能
と
す
る
政
策
の
促

進
を
市
長
公
約
に
掲
げ
て
い
る

が
、
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

Ａ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
利
用
す
る
多
子
世
帯

へ
の
対
応
と
し
て
、
第
２
子
以

降
の
利
用
料
を
半
額
と
す
る
な

ど
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
同
じ
世
帯
で
２
人
以
上
の

児
童
が
同
時
に
同
一
ク
ラ
ブ
に

入
所
す
る
場
合
、
第
２
子
以
降

は
半
額
と
す
る
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
も
引
き
続
き
、
多
子
世
帯
に

限
ら
ず
、
全
て
の
子
育
て
世
帯

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
支
援
に
努
め
て
い
く
。 自由民主党・維新・

参政・無所属の会
神戸　鉄郎

こ
ど
も
の
一
時
預
か
り
に
つ
い
て

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
サ
ポ
ー
ト
を

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
成
人
で
は
10
年
で
更
新
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
齢
者

の
中
に
は
10
年
の
間
で
判
断
能

力
が
落
ち
た
方
も
い
る
と
思
う
。

市
で
は
介
護
施
設
な
ど
に
出
向

い
て
更
新
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
以
外
で

も
、
自
宅
な
ど
で
判
断
能
力
が

落
ち
て
き
て
も
後
見
人
を
付
け

て
い
な
い
人
も
相
当
い
る
。
こ
う

し
た
高
齢
者
へ
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
や
更
新
に
つ
い
て
は
、

強
制
で
は
な
く
、
本
人
の
意
思

に
よ
り
行
う
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
判
断
能
力
が

落
ち
て
き
て
い
る
方
で
も
、
何

ら
か
の
意
思
表
示
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
場
合
は
、
申
請
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
適
宜

相
談
に
応
じ
て
い
る
。
な
お
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

は
、
代
理
人
が
代
筆
す
る
こ
と

で
手
続
き
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
受
け
取
り
の
際
も

病
気
や
心
身
の
障
害
等
に
よ
り

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
代
理

受
領
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

立憲リベラルの会
石本　亮三

高
齢
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

更
新
の
サ
ポ
ー
ト
を

Ｑ
今
年
度
の
西
所
沢
駅
西

口
改
札
口
開
設
期
成
会
の
活
動

方
針
の
中
に
は
、
開
設
工
事
の

早
期
完
成
の
た
め
、
市
長
が
率

先
し
て
西
武
鉄
道
の
社
長
と
の

ト
ッ
プ
折
衝
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
市
長
に
定
期
的
に
面

談
し
て
要
請
す
る
と
あ
る
。
市

長
は
西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
開

設
を
公
約
に
掲
げ
て
お
り
、
先

月
の
期
成
会
定
期
総
会
に
も
参

加
し
て
い
る
が
、
今
後
、
改
札

口
開
設
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
開
設
に
向
け
て
は
、
一
つ

ず
つ
着
実
に
事
業
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
事
業
は

地
域
住
民
の
皆
様
の
御
理
解

や
御
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
適
切
な
機
会
を
捉

え
て
、
安
全
対
策
や
事
業
の
進

捗
な
ど
を
伝
え
て
い
く
。
今
後

も
、
西
武
鉄
道
株
式
会
社
を
は

じ
め
、
埼
玉
県
や
埼
玉
県
警
察

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
１
日
で
も
早
い
西
口
改

札
口
開
設
を
実
現
す
る
べ
く
、

滞
り
な
く
事
業
を
進
め
て
い

く
。

公明党
大久保竜一

西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
の早

期
完
成
を
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Ｑ
平
成
29
年
１
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
所
沢
市
こ
ど
も
と
福

祉
の
未
来
館
は
、
令
和
９
年
に

開
館
10
周
年
を
迎
え
る
。
今
の

と
こ
ろ
開
館
10
周
年
に
関
す
る

記
念
事
業
等
の
実
施
は
検
討
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
ど
も
の
10
年
で
考
え
る
と
、

就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
も
う
中

学
生
に
な
る
ぐ
ら
い
の
年
数
で

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
大
き
な
節

目
に
な
る
の
で
、
未
来
館
の
こ

れ
ま
で
の
取
組
や
成
果
と
と
も

に
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
幅
広

く
発
信
す
る
機
会
に
も
な
る

か
と
思
う
。
こ
ど
も
た
ち
や
、

様
々
な
関
係
団
体
な
ど
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
と
連
携
し
た
市
民
参
加
型

の
記
念
事
業
な
ど
の
実
施
を
ぜ

ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
開
館
10
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、
経
費
の
面
な
ど
も

勘
案
し
な
が
ら
、
既
存
事
業
と

の
兼
ね
合
い
も
含
め
、
登
録
団

体
や
利
用
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
え

る
か
を
、
今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さきがけ
荻野　泰男

こ
ど
も
と
福
祉
の
未
来
館

開
館
10
周
年
記
念
事
業
の
実
施
を

Ｑ
山
口
地
区
は
丘
陵
地
帯

で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
い
こ

と
か
ら
、
市
内
で
は
珍
し
い
地

域
で
あ
る
。
住
宅
街
の
椿
峰
地

区
や
三
井
団
地
な
ど
も
、
や
は

り
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
い
地

域
で
あ
り
、
ま
た
、
道
も
狭
い

こ
と
か
ら
、
バ
ス
で
は
な
く
、

小
回
り
の
利
く
「
と
こ
ろ
ワ
ゴ

ン
」
の
要
望
が
市
民
レ
ベ
ル
で

は
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

も
今
後
い
ろ
い
ろ
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
「
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
」
の
導

入
予
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

山
口
地
区
を
含
め
た
新
た
な
地

区
で
の
計
画
は
な
い
。
な
お
、

「
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
」
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
地
形
や
道
路
状
況

だ
け
で
は
な
く
、
市
域
全
体
を

見
渡
し
な
が
ら
、
鉄
道
、
路
線

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
と
の
役

割
分
担
、
ま
た
、
「
と
こ
ろ
バ

ス
」
の
ル
ー
ト
な
ど
を
考
慮
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
入沢　　豊

山
口
地
区
に
も
「
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
」
を

Ｑ
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」

の
改
正
が
段
階
的
に
施
行
さ
れ

る
が
、
様
々
な
制
度
改
正
が
あ

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
休
業
制

度
が
あ
る
か
す
べ
て
把
握
し
て

い
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。
東
京
都
中
央
区
の
特
定
事

業
主
行
動
計
画
を
拝
見
す
る

と
、
職
員
に
様
々
な
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
本
市
で
も
休
暇
・
休
業

制
度
等
の
制
度
理
解
を
進
め
る

に
当
た
り
、
職
員
へ
の
制
度
周

知
と
制
度
の
理
解
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
提
案
す
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
休
暇
等
の
制
度
改
正
が
行

わ
れ
た
際
に
は
、
各
所
属
長
宛

て
に
通
知
を
発
出
す
る
と
と
も

に
、
庁
内
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
説
明
資
料
を
掲
載
し
、
制
度

周
知
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
、

制
度
理
解
の
状
況
を
把
握
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
通
し
て
職
員
に
制
度
周
知

を
図
る
効
果
も
期
待
で
き
る
た

め
、
機
会
を
捉
え
て
実
施
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

立憲民主党・
れいわ新選組
長岡　恵子

「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
に
つ
い
て

職
員
に
制
度
周
知
を

Ｑ
こ
の
こ
と
は
今
ま
で
に

何
度
と
な
く
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
て
き
た
が
、
６
月
９
日
、

西
武
池
袋
線
と
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

が
２
０
２
８
年
度
を
め
ど
に
直

通
運
転
を
実
施
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ

っ
た
が
、
実
現
す
れ
ば
通
勤
や

通
学
で
利
用
す
る
沿
線
住
民
は

も
と
よ
り
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト
な
ど
観
光
で
利
用
す

る
方
も
増
え
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
両
線
に
は
接
続
駅
が
な

い
た
め
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の
新

秋
津
駅
と
西
武
池
袋
線
の
所
沢

駅
と
の
間
に
あ
る
連
絡
線
を
使

っ
て
直
通
さ
せ
る
案
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
報

道
内
容
に
つ
い
て
示
し
て
ほ
し

い
。Ａ

西
武
鉄
道
株
式
会
社
並
び

に
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
鉄
道

事
業
者
間
で
臨
時
直
通
運
転
の

検
討
を
し
て
い
る
こ
と
は
事
実

だ
が
、
現
時
点
で
決
ま
っ
て
い

る
事
柄
は
な
い
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

至誠自民
クラブ

秋田　　孝

西
武
池
袋
線
と
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の

直
通
運
転
の
実
施
へ

Ｑ
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

国
が
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
出

し
、
受
診
勧
奨
を
し
た
平
成
21

年
か
ら
27
年
ま
で
の
期
間
は

明
ら
か
に
増
え
て
お
り
、
終
了

後
は
半
減
し
て
い
る
。
無
料
に

す
る
た
め
に
は
費
用
が
か
か
る

が
、
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
が

行
政
や
自
治
体
の
大
切
な
役
割

で
あ
る
と
考
え
る
。
早
期
発
見

と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
求
め
る
が
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
の

た
め
、
国
が
支
援
し
て
無
料
ク

ー
ポ
ン
の
再
開
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
国
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
11
月
、
全
国
市
長
会

を
通
じ
て
、
「
が
ん
検
診
の
総
合
支

援
事
業
を
拡
充
す
る
な
ど
、
都
市

自
治
体
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
事

業
に
対
す
る
十
分
な
財
政
措
置
を

講
じ
る
こ
と
」
、
ま
た
「
検
診
体
制

及
び
検
診
方
法
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
受
診
率
の
向
上
策
を
強
化

す
る
こ
と
」
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
も
、
引
き
続
き
機
会
を
捉

え
て
国
に
要
望
等
し
て
い
く
。 日本共産党

所沢市議団
矢作いづみ

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

Ｑ
夏
祭
り
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

る
が
、
ど
の
自
治
会
・
町
内
会

も
人
手
不
足
で
あ
る
。
富
岡
シ

ニ
ア
ス
マ
ホ
学
園
で
は
、
ス
マ
ホ

に
不
慣
れ
な
高
齢
者
に
対
し
、

学
生
が
講
師
と
し
て
操
作
方
法

の
説
明
会
を
開
催
し
、
そ
の
学

生
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
明

書
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
受
験

や
就
職
活
動
に
活
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
学
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
自
治

会
・
町
内
会
の
活
動
支
援
と
し

て
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
検
討
し
て
み
て
は
と

思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
地
域
の
祭
り
は
、
富
岡

シ
ニ
ア
ス
マ
ホ
学
園
の
よ
う
な

市
の
主
催
事
業
と
違
い
、
自
治

会
、
町
内
会
が
主
催
す
る
事
業

だ
が
、
夜
間
実
施
や
ア
ル
コ
ー

ル
販
売
が
あ
る
と
い
っ
た
点
な

ど
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
に
際
し
て
特
段
の
注
意
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
各
会
場
へ

の
移
動
手
段
の
問
題
も
あ
る
の

で
、
市
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ

と
は
学
生
の
安
全
面
も
考
慮
し

慎
重
に
考
え
て
い
く
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
前田　浩昭

地
域
の
祭
り
に学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
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Ｑ
消
火
器
を
購
入
す
る
自
治

会
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
す
る

自
治
体
は
多
く
あ
る
。
迅
速
な

初
期
消
火
活
動
に
よ
り
、
火
災

な
ど
の
二
次
災
害
か
ら
地
域
及

び
住
民
を
守
る
た
め
、
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
が
設
置
し
よ

う
と
す
る
消
火
器
の
購
入
費
に

対
し
て
、
本
市
で
も
補
助
金
を

交
付
す
る
と
い
っ
た
事
業
を
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
の
必
要
性
は
、
こ
れ
ま
で

の
大
規
模
災
害
に
お
い
て
共
通
の

教
訓
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は

「
所
沢
市
自
主
防
災
組
織
育
成
事

業
」
と
し
て
、
資
機
材
の
交
付
、

自
主
防
災
連
合
会
に
よ
る
人
材
育

成
の
た
め
の
講
座
開
催
の
ほ
か
、

総
合
防
災
訓
練
の
各
地
区
自
主

防
災
訓
練
に
対
す
る
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
自
主
防
災
組
織
に

つ
い
て
は
、
現
在
２
１
４
団
体
が

立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
防
災
意
識

の
高
ま
り
か
ら
、
こ
こ
数
年
新
た

に
組
織
を
立
ち
上
げ
た
い
と
の
相

談
も
増
え
て
お
り
、
新
規
組
織
の

立
ち
上
げ
に
向
け
た
支
援
を
優
先

的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公明党
植竹　成年  

災
害
時
の
初
期
消
火
活
動
に

資
す
る
消
火
器
購
入
費
の
補
助
を

Ｑ
災
害
時
に
ト
イ
レ
の
問
題

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

便
器
に
袋
を
か
ぶ
せ
て
複
数
回

利
用
す
る
と
い
う
状
況
は
衛
生

的
に
も
よ
く
な
い
。
青
森
県
む

つ
市
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
を
備

え
た
ト
イ
レ
カ
ー
を
５
台
購
入

し
、
う
ち
１
台
は
ス
ロ
ー
プ
な

ど
を
用
い
て
車
椅
子
ご
と
入
れ

る
仕
様
に
な
っ
て
お
り
、
障
害
の

あ
る
方
も
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
市
で
も

導
入
さ
れ
て
は
ど
う
か
と
思
う

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
避
難
者
の
健
康
や
避
難
所

の
衛
生
管
理
を
確
保
す
る
上
で

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
は
大
変

重
要
と
考
え
て
い
る
。
災
害
対
応

車
両
と
言
わ
れ
る
ト
イ
レ
カ
ー

は
、
購
入
や
維
持
管
理
に
か
か
る

新
た
な
費
用
負
担
、
平
時
に
お
け

る
保
管
場
所
の
確
保
な
ど
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
購
入
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
国

で
は
、
ト
イ
レ
カ
ー
な
ど
を
事
前

に
登
録
し
、
被
災
自
治
体
へ
の
派

遣
を
支
援
す
る
「
災
害
対
応
車

両
登
録
制
度
」
の
運
用
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

至誠自民
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斎藤　由紀

災
害
時
対
応
と
し
て

ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
を

Ｑ
多
く
の
こ
ど
も
た
ち
が
、

体
力
づ
く
り
や
安
全
教
育
の
一

環
と
し
て
民
間
プ
ー
ル
を
利
用

し
て
い
る
が
、
大
き
な
経
済
的

負
担
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
を

保
護
者
の
方
か
ら
聞
い
た
り
し

て
い
る
。
狭
山
市
に
サ
ピ
オ
稲
荷

山
が
あ
っ
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

等
に
対
応
す
る
た
め
改
修
工
事

を
行
う
予
定
と
の
こ
と
で
あ
り
、

今
は
休
館
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
市
民
か
ら
残
念
だ

と
の
声
を
聞
く
。
日
本
一
の
健
康

都
市
を
目
指
す
と
い
う
の
は
市

長
の
公
約
で
あ
る
。
こ
ど
も
か
ら

大
人
、
高
齢
者
も
含
め
て
、
四
季

を
通
し
て
安
価
に
利
用
で
き
る

公
営
プ
ー
ル
の
設
置
を
希
望
す

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
温
水
プ
ー
ル
は
、
市
民
の

健
康
と
体
力
づ
く
り
に
役
立
ち
、

一
年
中
利
用
で
き
る
施
設
で
あ

り
、
市
民
か
ら
設
置
に
つ
い
て
御

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
温
水
プ
ー
ル
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
候
補
地
の
ほ
か
、
建

設
費
用
や
そ
の
後
の
維
持
管
理

費
用
な
ど
様
々
な
課
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
情
報
収
集
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党
所沢市議団
小林　澄子

四
季
を
通
し
て
安
価
に
利
用
で
き
る

公
営
プ
ー
ル
の
設
置
を

Ｑ
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

が
廃
炉
・
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
市
西
部
地
域

に
住
む
方
々
か
ら
大
変
心
配
の

声
を
頂
戴
し
て
い
る
。
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
解
体
さ
れ

る
と
な
る
と
、
そ
の
土
地
は
市

の
所
有
の
土
地
な
の
で
、
当
然

市
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
が
、
解
体
さ
れ
た
後
の
跡

地
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
運
転
廃
止
後
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
環
境
整
備
保
全
委
員
会
か

ら
、
家
庭
ご
み
持
込
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
継
続
を
望
む
意
見
な
ど
も

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か

に
も
例
え
ば
、
受
け
入
れ
た
ご
み

や
資
源
物
を
一
時
的
に
貯
留
す

る
保
管
施
設
や
、
ご
み
減
量
・
資

源
化
に
必
要
な
施
設
な
ど
様
々

な
用
途
が
考
え
ら
れ
る
。
現
時

点
で
跡
地
の
利
用
方
法
は
未
定

だ
が
、
廃
止
す
る
時
期
の
東
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
運
転
状
況

や
収
集
体
制
等
、
本
市
の
清
掃

行
政
全
体
の
状
況
を
踏
ま
え
た

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
佐野　允彦

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

解
体
後
の
跡
地
に
は
ご
み
持
込
み

の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

Ｑ
所
沢
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
及
び
施
行
規
則

に
関
し
て
は
不
備
が
あ
る
と
思

う
。
市
民
の
学
習
権
を
保
障
す

る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
の
独

立
性
こ
そ
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
に
公
民
館

を
戻
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教

育
長
と
し
て
公
民
館
運
営
審
議

会
の
答
申
を
無
視
し
た
条
例
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
の
か
、
ま
た
市
民
部
と
は
ど

の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か

教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
「
所
沢
市
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
」
は
、
市
長
部

局
と
も
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
検

討
し
て
お
り
、
公
民
館
運
営
審
議

会
の
答
申
内
容
も
踏
ま
え
た
内

容
と
認
識
し
て
い
る
。
条
例
は
昨

年
の
９
月
定
例
会
で
認
め
て
い
た

だ
き
、
こ
の
４
月
か
ら
市
長
が
管

理
す
る
特
定
公
民
館
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
の
で
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
社
会
教
育
を
推
進

す
る
立
場
か
ら
、
公
民
館
運
営
審

議
会
や
公
民
館
事
業
に
関
す
る

研
修
会
な
ど
へ
引
き
続
き
積
極

的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
市
長
部
局

と
も
し
っ
か
り
連
携
し
て
い
く
。

日本共産党
所沢市議団
花岡　健太

公
民
館
を
教
育
委
員
会
に

戻
す
べ
き
で
は

Ｑ
市
内
に
多
数
い
る
で
あ

ろ
う
コ
ロ
ナ
後
遺
症
、
そ
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
体
調
不
良

が
起
こ
り
、
病
院
に
行
っ
て
も

検
査
結
果
は
異
常
あ
り
ま
せ

ん
と
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
て
い

る
方
々
を
救
済
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
防
接
種
健
康

被
害
救
済
制
度
へ
の
情
報
を
得

よ
う
と
思
っ
て
も
、
情
報
に
た

ど
り
着
く
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
。
市
民
が
探
し
や
す
い
よ
う

に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

け
る
、
予
防
接
種
健
康
被
害
救

済
制
度
に
関
す
る
情
報
の
掲
載

だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
接
種
だ
け
で
は
な

く
、
ほ
か
の
予
防
接
種
の
ペ
ー

ジ
に
も
リ
ン
ク
を
張
る
な
ど
、

多
く
の
方
に
確
認
い
た
だ
け

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
市
民
の

方
々
に
と
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
、
分
か
り
や
す
い
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
斉藤かおり

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
の

効
果
的
な
情
報
発
信
を
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Ｑ
こ
ど
も
の
安
心
・
安
全

な
居
場
所
を
地
域
と
と
も
に
確

保
す
る
こ
と
は
、
こ
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
育
成
を
支
え
る
重

要
な
基
盤
で
あ
る
。
こ
ど
も
の

居
場
所
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
、
こ
ど
も
食
堂
、

地
域
の
子
育
て
支
援
拠
点
な
ど

様
々
あ
る
が
、
地
域
の
方
の
支

援
が
あ
っ
て
こ
そ
進
む
事
業
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
一
方
、

こ
ど
も
の
居
場
所
の
存
在
を

知
ら
な
い
と
い
っ
た
情
報
ア
ク

セ
ス
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
市
は
こ
の
点
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
課
題
を
認
識
し
、
対

応
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
こ
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い

て
は
、
個
人
や
企
業
な
ど
の
民

間
団
体
が
実
施
し
て
い
る
こ
ど

も
食
堂
や
学
習
支
援
の
ほ
か
、

市
が
設
置
し
て
い
る
ト
コ
ろ
ん

自
習
室
な
ど
に
つ
い
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
「
所
沢
市
こ
ど
も
・
若
者

情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
な
ど
で
発

信
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

も
、
こ
ど
も
の
居
場
所
の
周
知

に
努
め
て
い
く
。

公明党
山口　浩美

こ
ど
も
の
居
場
所
の
周
知
に
つ
い
て

Ｑ
不
審
者
対
応
訓
練
に
つ
い

て
は
、
各
小
・
中
学
校
で
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
訓
練

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

例
え
ば
、
市
内
の
小
学
校
１
校

を
選
定
し
、
今
の
状
況
を
踏
ま

え
た
上
で
の
実
践
訓
練
を
警
察

の
指
導
の
上
で
行
う
。
そ
の
様

子
を
職
員
の
方
が
動
画
撮
影
し

て
、
後
日
ほ
か
の
小
・
中
学
校
で

も
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
し

て
お
い
て
、
そ
の
後
の
各
学
校
の

実
践
的
な
訓
練
の
参
考
に
し
て

も
ら
う
と
い
っ
た
方
法
も
今
後

行
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、

教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
現
在
市
内
で
実
施
し
て
い
る

不
審
者
対
応
訓
練
に
つ
い
て
は
、
学

校
教
育
課
所
属
の
警
察
Ｏ
Ｂ
や
所

沢
警
察
署
の
方
を
講
師
・
指
導
者
と

し
て
、
訓
練
を
行
っ
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
専

門
的
な
知
識
や
経
験
の
あ
る
方
の
指

導
・
助
言
を
受
け
て
、
よ
り
効
果
的

な
防
犯
対
策
、
対
応
方
法
を
児
童
生

徒
・
教
職
員
が
理
解
し
、
実
践
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
動
画
の
視
聴
も
含

め
た
効
果
的
な
対
策
や
方
法
に
つ
い

て
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

よ
り
実
践
的
な

不
審
者
対
応
訓
練
の
実
施
を

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

Ｑ
市
営
住
宅
に
お
住
ま
い
の

方
か
ら
、
自
転
車
に
複
数
回
い

た
ず
ら
さ
れ
た
と
か
、
バ
イ
ク

を
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
国
土

交
通
省
か
ら
は
、
共
同
住
宅
の

防
犯
に
つ
い
て
は
、
防
犯
上
の

留
意
事
項
や
防
犯
に
配
慮
し
た

共
同
住
宅
の
設
計
指
針
な
ど
も

出
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
複
数

の
項
目
の
と
こ
ろ
で
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
の
記
載
が
あ
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
民

間
の
集
合
住
宅
は
多
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
。
今

後
、
市
営
住
宅
に
お
い
て
、
施

設
改
修
計
画
の
中
に
も
防
犯
上

効
果
的
な
場
所
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
の
検
討
も
入
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺

う
。

Ａ
今
後
、
大
規
模
な
施
設
改

修
等
を
計
画
す
る
際
に
は
、
「
防

犯
に
配
慮
し
た
共
同
住
宅
に
係

る
設
計
指
針
」
や
、
そ
の
他
の
共

同
住
宅
に
お
け
る
防
犯
関
係
の

基
準
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
限
ら
ず
、
防

犯
性
の
向
上
に
配
慮
し
た
改
修

計
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

公明党
川辺　浩直

市
営
住
宅
の
防
犯
対
策
の
向
上
を

Ｑ
三
ケ
島
文
教
通
り
の
安
全

対
策
は
、
30
年
以
上
前
か
ら
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
要
望
活
動

の
当
初
は
沿
線
の
地
権
者
の
理

解
が
進
ん
で
い
た
が
、
今
は
地

権
者
も
替
わ
り
、
状
況
が
変
わ

っ
て
き
た
。
そ
の
上
で
住
民
合

意
と
言
わ
れ
て
も
問
題
解
決
の

糸
口
が
見
え
て
こ
な
い
。
こ
こ

は
市
長
に
腰
を
上
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
そ
れ
が
地
域
に
響

き
、
地
域
か
ら
も
要
望
と
し
て

出
て
く
る
と
思
う
が
、
三
ケ
島

文
教
通
り
の
安
全
対
策
を
抜
本

的
に
行
う
考
え
が
あ
る
か
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
三
ケ
島
文
教
通
り
の
通
学

時
の
安
全
対
策
と
し
て
、
歩
道

設
置
に
よ
る
通
行
者
の
安
全
確

保
が
有
効
な
対
策
の
一
つ
と
し

て
考
え
て
い
る
が
、
歩
道
設
置

を
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
地

元
に
よ
る
合
意
形
成
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
元
で
合
意
形
成
が
図
ら
れ

た
ら
、
要
望
書
を
提
出
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
他
の
拡
幅
整
備

路
線
の
整
備
の
進
捗
状
況
等
を

鑑
み
、
事
業
化
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市民クラブ
未来

中　　毅志

三
ケ
島
文
教
通
り
の
安
全
対
策
を

Ｑ
市
長
は
子
育
て
政
策
に
か

な
り
力
を
注
い
で
い
る
わ
け
だ

が
、
高
齢
者
の
中
に
は
、
老
人

憩
の
家
の
浴
場
廃
止
な
ど
、
高

齢
者
の
予
算
が
ど
ん
ど
ん
減
ら

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
声
も
あ
る
。
今
後
の
高
齢

者
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
高
齢
者
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
「
所
沢
市
高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
お
い
て
、
高
齢
者
一
人
一
人
が

本
人
の
有
す
る
能
力
や
経
験
を

最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
、

人
と
人
と
の
絆
に
よ
り
支
え
合
い

な
が
ら
、
心
身
の
状
態
や
生
活
環

境
に
応
じ
、
自
立
し
た
生
活
を
送

れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者

の
方
は
支
え
ら
れ
る
側
と
い
う
画

一
的
な
考
え
方
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
や
社
会
に
お
い
て
、
生
き
が

い
や
役
割
を
持
っ
て
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
施
策
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
高
齢
者
へ
の
支

援
の
在
り
方
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
の
下
、
今

後
に
お
い
て
も
必
要
な
予
算
措

置
を
講
じ
て
い
く
。

立憲民主党・
れいわ新選組
赤川　洋二

高
齢
者
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

市議会だよりは「デイジー版」と「点字版」
をご用意しています。
ご希望の方は議会事務局までご連絡ください。

TEL：04-2998-9256　FAX：04-2998-9222

「知りたい」に応えたい！

デイジー版デイジー版

点字版点字版
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ところざわ市議会だより 第２15号第２15号

ギ カ イ レポート

議員研修会

３月２５日 ＳＮＳ活用における注意点及びハラスメントへの意識向上

講　師
（晴海パートナーズ法律事務所）

帖
ちょう

佐
さ

　直
なお

美
み

　氏

　ハラスメントに関する研

修に併せ、ＳＮＳの利活用

に際し、議員として注意す

べきことを学ぶ場として、

開催しました。

開催目的

　本会議と委員会は公開しており、どなたでも傍聴できます。議員の発言や市長等の答弁の様子を見ること

ができます。

　これまで傍聴席で脱帽をお願いしていましたが、令和７年６月１日から帽子を着用したままご入場いただ

けるなど、さらに傍聴をしやすい環境となりました。

　また、傍聴席には聴覚障害者優先席（字幕専用モニター設置）、車椅子用スペースを設けています。

議会を傍聴してみませんか？ ～傍聴規則を改正しました～ 

【傍聴席から見た議場】 【聴覚障害者優先席】 【車椅子用スペース】

所沢市議会傍聴
規則はこちら

▼

地域経営のための議会改革度調査２０２４

＼所沢市議会　全国３位にランクイン／
「議会改革度調査」とは？

　早稲田大学デモクラシー創造研究所※が全国議会を対象に行う調査で、議会改革の取組状況や傾向を数
値化してランキング形式で発表されます。
　このたび、全国議会（１，７８８議会中１，５４４議会（８６．４％）が回答） を対象に実施した「地域経
営のための議会改革度調査２０２４（調査項目：①政策力の強化②主権者の参画③議会機能の強化）」で、
所沢市議会は全国総合ランキング３位となりました。

※２０２５年度よりマニフェスト研究所からデモクラシー創造研究所へと組織体制を変更
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令和７年（２０２5 年） ８月１５日 ところざわ市議会だより

是非お越しください！

2025.11.15土
13：30 ～

市役所低層棟3階
全員協議会室

（２時間程度）

最新情報はHPを
チェック！

中井 めぐみ 花岡 健太 矢作 いづみ

松本 明信 佐野 允彦 入沢　豊 斎藤 由紀

小林 澄子

担
　
当
　
議
　
員

　議会をより身近なものに感じていた
だくため、議会情報を議員が直接、市
民の皆さんに報告・説明するとともに、
議会や市政に関するご意見を市政に反
映させるため開催するものです。

「議会報告会」とは？
過去の議会報告会の様子

議会報告会議会報告会のお知らせ
事前申込み不要

手話通訳あり
９月定例会議の報告
0101

市政全般に関する
市民との意見交換

0202

CONTENTS

班形式で行います！
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１４ ページ を
 ｃｈｅｃｋ！

地域経営のための
議会改革度調査
２０２４

所沢市議会
全国3位

16

■
空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

も
と
も
と
お
母
さ
ん
に
武
道
を
勧
め
ら

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
年
長
の
頃
に
友
達

が
通
っ
て
い
る
道
場
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

習
い
始
め
ま
し
た
。

■
空
手
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は

稽
古
を
始
め
て
か
ら
、
空
手
を
し
て
い

る
人
た
ち
は
礼
儀
正
し
く
て
、
す
ご
く
か
っ

こ
い
い
な
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
こ
が

空
手
の
魅
力
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

道
場
の
教
え
で
大
切
に
し
た
い
の
は
、

基
本
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
お
話

を
ち
ゃ
ん
と
聞
く
こ
と
、
礼
儀
を
し
っ
か
り

と
す
る
こ
と
で
す
。

空
手
を
し
て
い
る
と
き
以
外
で
も
、
人

に
親
切
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

■
空
手
を
し
て
い
る
中
で

　
　
　

大
変
だ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

去
年
の
日
本
空
手
協
会
の
全
国
大
会
の

前
に
股
関
節
を
疲
労
骨
折
し
て
し
ま
い
、

大
会
の
２
週
間
く
ら
い
前
ま
で
練
習
が
で

き
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
怪
我
が
よ

く
な
っ
た
と
思
い
練
習
す
る
と
痛
み
が
出
て

は
を
繰
り
返
し
、
練
習
が
で
き
ず
諦
め
か

け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
勝
ち
た
い
！

世
界
大
会
に
行
く
！
」
と
い
う
気
持
ち
で
、

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
で
き
る
限
り
の

筋
ト
レ
を
続
け
、
怪
我
が
よ
く
な
っ
て
か
ら

は
思
い
切
っ
て
練
習
が
で
き
ま
し
た
。

■
所
沢
市
の
魅
力
は

学
校
で
狭
山
茶
を
飲
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
狭
山
茶
は
所
沢
市
の
魅
力
だ
な
っ
て

思
い
ま
し
た
。

近
く
に
で
き
た
と
こ
ろ
ざ
わ
さ
く
ら
タ

ウ
ン
で
は
、
た
ま
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
来
る

と
き
が
あ
り
、
友
達
と
一
緒
に
回
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
の
時
は
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
て
、

食
べ
物
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
す
ご
く
楽
し

い
で
す
。

■
今
後
の
目
標
は

世
界
大
会
２
連
覇
を
目
指
し
、
１
日

１
日
の
練
習
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
試
合
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
練
習
す
る
こ

と
で
、
本
番
で
は
練
習
通
り
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
！
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浩
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秋
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孝
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石
本　

亮
三
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郎
　

長
谷
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奈

◎
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長　
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…
副
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長

次の定例会議は 9月 1日（月曜）から開催予定です。

2014 年　所沢生まれ

2020 年　吾妻保育園年長の時　日本空手協会野老桃陽支部　入会

2021 年　東所沢小学校 入学

2024 年　日本空手協会　全国大会　小 4形の部 優勝

	 日本空手協会　世界大会　10 歳形の部 優勝

2025 年　令和６年度所沢市スポーツ大賞　奨励賞　受賞

ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、１１月の１５日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎２９２８－８６９５　FAX２９２４－０６３０ まで。
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